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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

　

南
京
大
虐
殺
、
イ
ラ
ク
戦

争
、
ア
フ
ガ
ン
戦
争―

―

。

無
法
な
侵
略
戦
争
に
よ
っ
て

多
数
の
命
を
失
い
、
多
く
の

人
々
が
癒
し
き
れ
な
い
傷
を

負
っ
て
い
る
３
つ
の
出
来
事

を
通
じ
て
、
戦
争
と
平
和
の

問
題
に
迫
る
講
演
会
と
上
映

会
が
11
月
３
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ

問
診
療
」「
訪
問
口
腔
ケ
ア
」

の
際
に「
嚥
下
障
害
」の
問
題

に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
は
、
口
腔
ケ
ア
が
刺
激

性
唾
液
を
誘
発
す
る
こ
と
、

元
来
歯
科
医
療
が
水
を
使
う

医
療
で
あ
る
た
め
に
、
嚥
下

機
能
に
つ
い
て
の
知
識
や
診

断
、
対
応
法
が
要
求
さ
れ
る

た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
人
々

へ
の
対
応
と
し
て
は
脳
血
管

障
害
へ
の
対
応
法
と
は
異
な

っ
た
概
念
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
、
①
呼
吸
路
の
安
全

性
の
確
保
②
口
腔
咽
頭
機
能

の
賦
活
③
食
事
の
調
整―

―

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
現
場

の
口
腔
生
理
学
」
に
よ
っ
て

考
え
て
み
た
い
。

期
に
か
け
て
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
医
科
・
歯
科
を
問
わ

ず
多
く
の
成
書
が
入
手
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
多
く
で
は

生
理
学
的
根
拠
の
説
明
の
な

い
方
法
論
の
紹
介
が
主
で
あ

り
、「
誤
魔
化
し
て
い
る
」と

思
え
る
よ
う
な
記
載
も
あ

り
、「
理
論
の
無
い
方
法
論
」

の
た
め
に
、
む
し
ろ
リ
ス
ク

を
増
強
し
て
い
る
場
合
も
あ

る
。

　

一
般
的
に
歯
科
医
療
者
が

急
性
期
の
脳
血
管
障
害
の
患

者
さ
ん
に
対
応
す
る
こ
と
は

少
な
く
、
む
し
ろ
救
命
後
の

維
持
期
に
お
い
て
退
院
し
、

施
設
や
在
宅
で
過
ご
す
要
介

護
高
齢
者
の
方
々
へ
の
「
訪

害
の
一
つ
は
摂
食
嚥
下
障
害

で
あ
る
。
臨
床
現
場
で
は
疾

患
治
療
の
急
性
期
に
呼
吸
路

を
守
る
た
め
と
の
考
え
で
非

経
口
的
代
替
栄
養
法
（
チ
ュ

ー
ブ
栄
養
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
、
Ｐ
Ｅ

Ｇ
）
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
処
置

が
漫
然
と
嚥
下
機
能
の
評
価

も
な
く
施
さ
れ
る
と
、
長
期

的
に
は
栄
養
障
害
や
嚥
下
障

害
を
惹
起
す
る
こ
と
も
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
経
口
摂
取
の

重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
経
口
摂
取
機

能
を
容
易
に
は
回
復
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

　

現
在
、
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
で
は
、

成
人
で
は
脳
血
管
障
害
、
小

児
で
は
発
達
障
害
を
嚥
下
障

害
の
二
大
原
因
と
し
て
扱

い
、
と
く
に
脳
血
管
障
害
の

急
性
期
の
終
わ
り
か
ら
回
復

摂食・嚥下障害の診断と治療

　

汐
見
橋
駅
っ
て
知
っ
て
い

る
先
生
は
少
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
で
も
、
最
近

で
き
た
阪
神
な
ん
ば
線
桜
川

駅
は
知
っ
て
い
る
と
思
う
。

地
下
鉄
の
桜
川
駅
も
あ
る
し

ね
。
汐
見
橋
駅
は
実
は
そ
の

阪
神
の
桜
川
駅
の
す
ぐ
上
に

あ
る
。
桜
川
に
駅
名
変
更
の

議
論
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ

る
駅
名
の
た
め
、
踏
み
切
れ

て
な
い
よ
う
だ
。

　

南
海
の
盲
腸
線
と
も
い
え

る
線
の
終
着
駅
で
あ
る
が
、

こ
の
線
は
実
は
高
野
線
の
一

部
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
元
々
高
野
線
は
こ
の
駅

が
大
阪
側
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
だ
っ
た
。

ま
あ
１
９
２
９
年

高
野
線
の
始
発
が

難
波
か
ら
と
な
る

ま
で
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
以
後
、

地
下
鉄
御
堂
筋
線

212

歴
史
刻
む
幻
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

南
海
汐
見
橋
駅

南
海
汐
見
橋
駅

が
で
き
て
も
接
続
の
た
め
延

伸
せ
ず
、
大
阪
の
中
心
か
ら

は
ず
れ
、
連
絡
も
す
こ
ぶ
る

悪
い
汐
見
橋
駅
は
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。

た
だ
、
南
海
の
歴
史
を
刻
む

駅
名
だ
ろ
う
。

　

駅
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

真
四
角
の
駅
舎
。
改
札
口
の

正
面
に
昭
和
30
年
代
当
時
の

「
南
海
沿
線
観
光
案
内
図
」

な
る
も
の
も
あ
り
、
全
体
と

し
て
レ
ト
ロ
な
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
と
い
う
感
じ
だ
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
経
費
上
の
こ

な
く
な
っ
て
い
る
。
昔
あ
っ

た
券
売
所
、
売
店
な
ど
は
閉

鎖
さ
れ
、
改
札
口
の
と
こ
ろ

に
券
売
機
が
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
。
自
動
精
算
機
も
な

い
ら
し
い
。
ホ
ー
ム
は
１

本
、
１
時
間
に
各
停
が
２
本

だ
け
で
１
番
線
し
か
使
用
し

て
な
い
状
況
だ
。
乗
客
も
私

　

た
だ
、
希
望
も
あ
る
。
そ

れ
は
新
大
阪
駅
と
関
西
空
港

と
を
直
接
結
ぶ
、
な
に
わ
筋

線
の
計
画
。
途
中
、
梅
田
貨

物
駅
に
北
梅
田
駅
を
作
り
、

な
に
わ
筋
を
と
お
っ
て
、
こ

こ
汐
見
橋
と
Ｊ
Ｒ
難
波
駅
を

結
ぶ
計
画
が
ず
い
ぶ
ん
前
か

ら
あ
っ
た
が
、
経
費
の
問
題

と
だ
ろ
う
が
、
顧
み
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
、
見
捨
て
ら
れ

た
感
じ
が
あ
る
。
例
の
案
内

図
は
所
々
は
げ
て
い
る
し
、

駅
名
な
ど
の
細
か
い
と
こ
ろ

に
劣
化
が
あ
り
判
別
が
つ
か

の
行
っ
た
と
き
も
ほ
と
ん
ど

な
く
ま
あ
現
状
は
仕
方
が
な

い
か
な
と
思
う
が
、
隣
接
す

る
桜
川
駅
の
状
況
な
ど
を
見

て
い
る
と
、
何
と
か
な
ら
な

い
の
か
な
と
思
え
て
く
る
。

で
、
阪
神
な
ん
ば
線
同
様
長

い
間
棚
上
げ
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
ご
ろ
、
具
体
化
に
向
か

っ
て
新
聞
上
に
も
載
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
昔
は

と
も
か
く
、
今
は
阪
神
、
地

下
鉄
と
結
ば
れ
て
い
る
駅
が

再
生
成
る
か
見
守
り
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
余
談
だ
が
、
つ

い
で
に
御
堂
筋
を
ぶ
ら
ぶ
ら

歩
い
て
い
て
見
付
け
た
の
だ

が
、「
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｃ
ａ
ｆ

ｅ
」
な
る
の
が
あ
っ
た
。
コ

ー
ヒ
ー
が
〝
た
だ
〞
そ
ん
な

こ
と
あ
る
わ
け
な
い
。
そ
れ

に
こ
こ
淀
屋
橋
と
本
町
の
中

間
、
大
き
な
ビ
ル
の
１
階
。

家
賃
高
そ
う
な
ど
思
い
な
が

ら
入
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
、

本
当
に
コ
ー
ヒ
ー
無
料
。

「
う
そ
ー
ー
」。
こ
の
コ
ー

ヒ
ー
結
構
い
け
る
し
、
ほ
か

に
紅
茶
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
も
あ
る
。
つ
い
で
に
、
お

か
き
ま
で
つ
い
て
く
る
。

　

近
く
を
通
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ

い
。
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま

す
よ
。 

（
新
聞
部
・
谷
聰
）

汐見橋駅構内。改札の上には昭和30年代の
観光案内図が掲示されている　　　　　　

　

救
命
医
療
の
発
達
に
よ

り
、
か
つ
て
の
致
命
的
疾
患

か
ら
命
は
救
わ
れ
る
人
々
は

増
加
し
て
い
る
が
、
救
命
後

の
障
害
の
た
め
に
社
会
参
加

が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
人
は
多

い
。
社
会
参
加
を
妨
げ
る
障

ー
ル
で
開
か
れ
る
。
お
お
さ

か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
と

医
科
反
核
平
和
委
員
会
が
共

催
す
る
。

　

第
１
部
で
は
、
イ
ラ
ク
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
10
月

末
に
帰
国
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
西
谷
文
和
氏
が
「
最

新
映
像
で
見
る
戦
争
の
実

11月度生涯研修講座抄録

態
」
を
報
告
す

る
。
同
氏
は
、

何
度
も
両
国
に

足
を
運
び
、
民

間
人
の
被
害
状

況
を
取
材
し
て

き
た
。

　

第
２
部
は
、
南
京
大
虐
殺

を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
「
南
京
・
引
き
裂
か

れ
た
記
憶
」（
写
真
）
を
上
映

す
る
。
被
害
者
と
元
日
本
兵

士
の
証
言
か
ら
虐
殺
の
実
像

を
浮
き
彫
り
に
す
る
内
容
。

　

上
映
に
先
立
ち
、
被
害
者

へ
の
取
材
を
重
ね
た
松
岡
環

・
日
中
平
和
研
究
会
共
同
代

表
が
映
画
の
解
説
を
す
る
。

【
日　

時
】
11
月
３
日
（
火

　

・
祝
）
午
後
１
時
〜
４
時

【
場　

所
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

【
参
加
費
】
５
０
０
円

　

※
お
申
し
込
み
、
お
問
い

合
わ
せ
は
、
協
会
事
務
局

（
℡
06―

６
５
６
８―

７
７

３
１
）
ま
で
お
願
い
し
ま

す
。

医
科
・
歯
科
九
条
の
会
な
ど
主
催

講演・上映会

戦
争
と
平
和
に
迫
る
企
画

11
月
３
日
、Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

舘村　卓氏（大阪大学大学院高次脳
口腔機能学講座准教授）

日
時　

11
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

※
必
ず
事
前
に
協
会
事
務
局
（
℡
06―

６
５
６
８

―

７
７
３
１
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

日
時　

11
月
11
日
（
水
）
午
後
８
時
〜
10
時

会
場　

堺
市
民
会
館
（
南
海
高
野
線「
堺
東
」駅
徒
歩
10
分
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
ど
う
変
わ
る
個
別
指
導
〜
09
年
度
計
画
か
ら
見
え
る
も
の
〜
」

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
会
保
険
労
務
士
）

会
場　

保
険
医
会
館　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
明
日
か
ら
役
立
つ
雇
用
ト
ラ
ブ
ル
予
防
法―

法
律
知
識（
労
働
契
約
法
）に
も
触
れ
て
」

雇
用
対
策
講
習
会

日
時　

11
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

※
上
級
編
は
２
０
１
０
年
２
月
７
日
に
開
催
し
ま
す

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編
」

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
合
同
講
習
会

９
月
25
日
付
の
行
事
案
内
に
11
月
１
日
と
あ
り
ま
し
た
が
、

11
月
８
日
の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

）

（

日
時　

12
月
５
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か

ら
徒
歩
10
分
）　

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す

「
バ
キ
ュ
ー
ム
実
習
」（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ワ
ー
ク
基
礎
編
）

日
時　

11
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　

定
員　

50
人

講
師　

英
保
裕
和
氏
（
兵
庫
県
三
田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

「
効
率
と
長
期
安
定
性
を
追
求
し
た
接
着
修
復
の
実
際
」

大
阪
市
東
部
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

講
師　

政
策
部
・
社
保
研
究
部
講
師
団　

定
員　

60
人

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
会
議
室
（
京
阪
・
地
下
鉄
「
天
満
橋
」
駅
か

ら
Ｏ
Ｍ
Ｍ
に
連
絡
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

オ
ー
タ
ム
セ
ミ
ナ
ー「
次
期
診
療
報
酬
改
定
の
ゆ
く
え
と
個
別
指
導
」

北
河
内
・
大
阪
市
東
部
地
区
合
同
講
習
会


